
大雪山の素顔大雪山の素顔

大
雪
の
麓
〜
ひ
が
し
か
わ
的
観
光
イ
ズ
ム

大

俳　

句

俳　

句

俳　

句

◀
旭
岳
と
タ
ン
チ
ョ
ウ
（
２
０
１
９
年
秋
撮
影
）

大雪山を越えるタンチョウ
　ここ数年、町内に国の特別天然記念物である「タン
チョウ」の飛来を何度か見かけることがあります。タン
チョウの生息地は釧路方面に集中していますが、かつ
ては全道に生息していたといいます。明治時代に乱獲
や湿地帯の開発などにともない生息数が激減し、大正
時代には絶滅したともいわれたこともありましたが、
1924年に釧路湿原で十数羽が発見されると、その後
保護施策が講じられ1950年代より給餌による保護活
動が各地で行われ生息数も増加していきました。
　そして今年３月、環境省は個体数が回復してきたこ
とを理由に絶滅危惧種から除外。再発見から100年あ
まりの保護活動が実り、ついに絶滅危惧種ではなくな
りました。とはいえ、絶滅危惧から準絶滅危惧にランク
が下がっただけであり、再び絶滅危惧に移行する可能
性が高いというラインのため、引き続き保護や注意が
必要なレベルです。
　個体数は現在2,000羽近くまで増えており、十勝や
オホーツク地方、宗谷地方まで生息範囲も広がってい
ますが、個体数増加にともない、現在の繁殖地の過密
化などから生息地を広げている見方もあるといいます。
タンチョウは繁殖地と越冬地間を移動するようですが、
観測施設「鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ」通信
によれば、2021年発信機をつけたタンチョウのルート
では宗谷のサロベツ原野で繁殖した個体がオホーツ

ク海側を遠軽付近まで南
下したのち、翌日には阿
寒湖上空を飛行しながら
鶴居村まで一直線で移動
したと記録されていたよう
です。また2023年には、
別の個体ではオホーツク
地方の興部町から十勝地
方音更町まで1日で移動
したようです。通信には
「大雪山の東のはずれ、沼の原湿原上空を通るコース
を、最大高度1,736m、最速74㎞で飛行した」とあり、
大雪山を縦断していったことが分かります。
　では、町内で見られるタンチョウは大雪山を横断し
てきたのでしょうか？それはまだ分かりません。しかし、
鶴居村までは直線距離で160㎞ほどなので、より高く
飛行できるのであれば一直線で飛来してきたかもし
れません。または2,000ｍ級の山岳部を迂回する形で、
宗谷・オホーツク方面からの南下や、十勝方面からの
北上も考えられます。
　いずれにしても絶滅危惧から外され、上川地方にも
飛来が確認されてきており、近い将来、大雪山麓にタ
ンチョウがいるのが当たり前の風景になるかもしれま
せんね。
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